
    

 

第 10 回神経難病リハビリテーション研究会 
 

日    時：令和 6 年 11 月 4 日(月) 9：00 ～ 12：30 

開催場所：川崎リハビリテーション学院 8 階講堂  

      

               参加費：1,000 円 

            （神経難病リハビリテーション研究会会員は無料） 

【プログラム】 

   ★開会の辞 花山 耕三（研究会世話人代表） 

          川崎医科大学リハビリテーション医学教室 

 

 

 

 

   ★閉会の辞  中馬 孝容 先生 

           滋賀県立総合病院リハビリテーション科 

 
■事務局■                                         主催：神経難病リハビリテーション研究会 

  川崎医科大学リハビリテーション医学教室内            後援：厚生労働行政推進調査事業費補助金 

  〒701-0192 岡山県倉敷市松島 577            （難治性疾患政策研究事業） 

  ☏ 086-462-1111(代表)              【難病患者の総合的支援体制に関する研究】班                     

086-464-1186(直通電話)                                研究代表者 小森 哲夫 

✉ rehabili@med.kawasaki-m.ac.jp  

 「神経難病患者のリハビリテーションにおけるエビデンスを考える」 
    座長：植木 美乃先生 (名古屋市立大学医学研究科リハビリテーション医学分野) 

   講師：上出 直人先生（北里大学 医療衛生学部）  

    座長：中馬 孝容先生 (滋賀県立総合病院リハビリテーション科) 

       花山 耕三先生（川崎医科大学リハビリテーション医学教室） 

  

    １．「在宅難病患者の理学療法」 

       菊地 豊先生（美原記念病院 神経難病リハビリテーション課） 

     

    ２．「神経難病患者の生活を豊かにする ICT・デジタル技術の活用」 

       小林 大作先生（株式会社アシテック・オコ） 

 

    ３．「神経難病の方を地域で支える言語聴覚士の役割」 

       清水 宗平先生（医療法人社団協友会横浜鶴見リハビリテーション病院） 

 

    ４．「レスパイト入院とその意義」 

上野 慈先生 (岡山県難病医療連絡協議会) 

 

パネルディスカッション 「在宅神経難病患者のリハビリテーション」  

講演 


